
町
民
町
民
のの
声声
をを

町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につ

いて、町長の考えや意

見を求め、事柄をた

だしたり、議員や町民

の意見などを述べるこ

とをいいます。議員１

人の持ち時間は 75 分

に定めており、議会だ

よりでは、このやりと

りを要約して報告して

います。

　今議会では、10 人

の議員が一般質問を

行ないました。
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少
子
社
会
で
の

学
校
の
あ
り
方

質
問

一
部
の
学
校

で
、
児
童
生
徒

数
が
多
く
、
そ
の
他
は
少

な
い
。
全
体
的
な
均
衡
化

を
図
る
た
め
に
、
緩
や
か

な
学
校
区
の
変
更
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

慎
重
に
検
討
し

慎
重
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

指
摘
の
と
お
り
児
童
生
徒

指
摘
の
と
お
り
児
童
生
徒

数
の
減
少
に
よ
り
、
さ
ま

数
の
減
少
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
課
題
が
生
ま

ざ
ま
な
教
育
課
題
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
柔
軟
に
見

れ
て
い
ま
す
。
柔
軟
に
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と

直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
企
業
誘
致
の
対
応
に
つ

い
て

な
げ
る
、具
体
的
な
展
開・

手
立
て
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

技
術
の
保
護
・

技
術
の
保
護
・

伝
承
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

伝
承
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
小
川
和
紙
全
体
の
需

と
、
小
川
和
紙
全
体
の
需

要
と
生
産
の
拡
大
、
町
全

要
と
生
産
の
拡
大
、
町
全

体
の
活
性
化
や
観
光
の
振

体
の
活
性
化
や
観
光
の
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
子
ど
も
子
育
て
新
制
度

に
つ
い
て

る
。
片
や
、
今
後
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
は
す
る
も
の

の
、
納
税
は
し
な
い
新
た

な
立
場
が
で
き
る
。
地
球

温
暖
化
実
行
計
画
の
狙
い

と
し
て
「
経
済
活
動
を
収

縮
す
る
こ
と
は
町
の
活
力

が
失
わ
れ
る
」と
あ
る
が
、

そ
の
整
合
性
は
。

答
弁

総
務
課
長　

公公

共
施
設
の
空
調

共
施
設
の
空
調

設
備
で
は
、
可
能
な
限
り

設
備
で
は
、
可
能
な
限
り

都
市
ガ
ス
を
利
用
し
た

都
市
ガ
ス
を
利
用
し
た

い
。
し
か
し
、
町
全
体
の

い
。
し
か
し
、
町
全
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
方
向

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
方
向

性
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

性
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
関
連
業
界
の

ん
。
今
後
、
関
連
業
界
の

皆
様
を
含
め
て
の
議
論
が

皆
様
を
含
め
て
の
議
論
が

進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
回
の
政
府
の
施
策

　

今
回
の
政
府
の
施
策

は
、
当
町
の
「
少
子
高
齢

は
、
当
町
の
「
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
の
克
服
」

化
・
人
口
減
少
の
克
服
」

に
向
け
た
チ
ャ
ン
ス
と
捉

に
向
け
た
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
国
・
県
の
情
報
収
集

え
、
国
・
県
の
情
報
収
集

や
、
人
口
動
向
分
析
・
将

や
、
人
口
動
向
分
析
・
将

来
人
口
推
計
や
課
題
の
抽

来
人
口
推
計
や
課
題
の
抽

出
に
、
全
庁
的
に
取
り
組

出
に
、
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ん
で
い
き
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
か

ら
町
の
活
性
化
に

質
問
細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
文
化
遺
産

登
録
。
町
の
活
性
化
に
つ

質
問

北
口
の
開
設

は
。

答
弁

建
設
課
長　

小

　

小

川
高
校
に
道
路

川
高
校
に
道
路

用
地
と
北
口
広
場
用
地
の

用
地
と
北
口
広
場
用
地
の

提
供
を
交
渉
し
て
い
ま

提
供
を
交
渉
し
て
い
ま

す
。
道
路
計
画
は
、
車
道

す
。
道
路
計
画
は
、
車
道

幅
員
６
・
５
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
６
・
５
メ
ー
ト
ル
、

歩
道
幅
員
２
メ
ー
ト
ル
で

歩
道
幅
員
２
メ
ー
ト
ル
で

す
。
ま
た
、
北
口
広
場
に

す
。
ま
た
、
北
口
広
場
に

つ
い
て
は
、
小
川
高
校
の

つ
い
て
は
、
小
川
高
校
の

体
育
館
脇
に
考
え
て
い
ま

体
育
館
脇
に
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

都
市
ガ
ス
導
入
か
ら

見
え
る
町
の
方
向
性

質
問
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
取
り
扱
い
、

生
計
を
立
て
、
町
へ
納
税

を
し
て
い
る
事
業
者
が
い

質
問
国
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
の
施
策
の
今

後
と
、
地
方
版
総
合
戦
略

策
定
に
向
け
て
、
当
町
の

準
備
・
心
構
え
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

本
年
（
平
成

本
年
（
平
成
2626

年
）
９
月
、国
の
「
ま
ち・

年
）
９
月
、国
の
「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

が
基
本
方
針
を
発
表
し
ま

が
基
本
方
針
を
発
表
し
ま

し
た
。
当
町
も
、
国
の
策

し
た
。
当
町
も
、
国
の
策

定
す
る「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

定
す
る「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

（（
5050
年
後
に
人
口
１
億
人

年
後
に
人
口
１
億
人

程
度
の
維
持
目
標
）と「
総

程
度
の
維
持
目
標
）と「
総

合
戦
略
」
を
受
け
、
平
成

合
戦
略
」
を
受
け
、
平
成

2727
年
度
中
に
、「
地
方
人

年
度
中
に
、「
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
予

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
予

定
で
す
。

定
で
す
。

まちづくり

小川町駅北側の開発は

町政

「まち・ひと・しごと創成会議」小川町のこれからは

最後のチャンスだと考えています

全庁的に取り組んでいきます

戸口　勝議員

山口勝士議員

チャンスを生かし、
夢を現実に！

小川町の特性を
みんなで見つめ直したい

小川町駅

　「和食」が平成 25 年に、そして「和紙：日本の

手漉き和紙技術」が平成 26 年にユネスコ無形文

化遺産に登録されました。こうして世界的に「和

の文化」へ注目が集まっている中、当町でも、和

の文化や伝統は、歴史上でも非常に重要な役割を

果たしてきました。それは、鎌倉時代より交通の

要衝として栄えた小川町にヒト・モノ・カネが集ま

り始めてからのことで、細川紙をはじめとする小

川和紙・絹・建具などの商いのために、毎晩酒宴が

開かれ盛大に行なわれたとのことです。さらには、

鉄道誘致にも一役買ったとも言われています。

　乾杯は、祝いの時、喜びの場には欠かせない日

本の文化です。この条例では、地元小川町で生産

される日本酒・焼酎・ビール・ワインその他飲料

による乾杯を推進することにより、地酒等に焦点

を当て積極的な普及を図るとともに、町内の酒造

業その他関連産業の発展、地産地消の促進及び郷

土を愛する社会的機運の醸成のために、全会派・

全議員一致のもと提案し、全会一致で 12 月 12

日に可決制定しました。

小川町地酒等による乾杯条例

議員提出議案第２号

小川町地酒等による乾杯の推進
に関する条例制定について 可決可決

まち・ひと・しごと創生本部が設置
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